
 

 

 
 
 

 
 

Ⅰ.神戸市歯科口腔保健推進条例に基づく推進体制 
 

条例に基づき、学識経験者や歯科医療等関係者から成る「神戸市歯科口腔保健推進検討会（第

7 条）」および保健医療等関係者や市民代表なども加えた「神戸市歯科口腔保健推進懇話会（第 9
条）」を開催し、歯科口腔保健の推進のために協議を行っている。 

平成 29 年度より口腔保健支援センターを設置して推進体制を強化するとともに、平成 30 年 4
月に「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第 2 次）（平成 30 年度～5 年間）」を策定した。 
 平成 30 年度は、神戸市歯科口腔保健推進検討会」を３回、「神戸市歯科口腔保健進懇話会」を

2 回開催し、様々なご意見を頂きながら歯科口腔保健を推進した。 

歯科口腔保健に関する施策の実施状況報告 

神戸市歯科口腔保健推進懇話会 
令和元年 7月 26日（金） 
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Ⅱ.神戸市歯科口腔保健推進検討会（条例第 7 条） 
市歯科医師会役員、9 区歯科医師会会長他、歯科医療等関係者の参加のもと、地域での取り

組みや課題、今後の対策などについて議論を行う。 

開催日程 

①平成 30 年 7 月 18 日（水）、②平成 30 年 10 月 29 日（木）、③平成 31 年 1 月 24 日（木） 
主な議題と意見 

①「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第 2次）」の策定について 

 「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第 2次）」を市民の目に触れるようにしてほしい。 

健康格差の縮小に向けて努力する。 

② 歯科口腔保健に関する施策の実施状況報告 

  歯の健康サポーターの教育はどのようにしているのか。歯科衛生士会、歯科医師会と 

の連携を密にすることが必要である。 

③（新規）オーラルフレイル対策事業について 

フレイル対策を考える上で、重要なテーマがオーラルフレイル対策である。例えば、 

中央区歯科医師会は「いい歯の日フェア」で、長田区歯科医師会は「まちの文化祭」で、

オーラルフレイルの啓発が可能である。歯科衛生士会は、研修をして技量の統一を図っ

ている。オーラルフレイルチェック後の事後指導の内容について相談が必要である。 

④ 地域での障害者歯科診療の取り組みについて  

      神戸市における障害者歯科診療は、こうべ市歯科センターと西市民病院が中心となっ 

ている。加えて、地域歯科医院において障害者歯科医療が行える取り組みが必要である。 
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⑤ 訪問口腔ケアについて 

  その有用性の理解を深めるため、ケアマネジャーを含めての努力が必要である。 

⑥ 母子保健事業に関して 
口腔リテラシーをこどものころから進めることにより、将来的にオーラルフレイルの 
防止に繫がる。中高校生に向けた教育・啓発の実施が必要である。 

⑦ 学校歯科保健について 

フッ化物に対する理解を進めることが必要である。 

⑧ その他  

歯科技工士業界は、深刻な後継者問題に直面している。 

 
Ⅲ．神戸市歯科口腔保健推進懇話会（条例第 9 条） 
歯科医療等関係者、保健医療等関係者、および市民代表などの参加のもと、神戸市の歯科

口腔保健に関する重要事項について議論を行う。 

開催日程 

①  平成 30 年 8 月 9 日（木）、 ② 平成 31 年 3 月 6 日（水） 
主な議題と意見 
①「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第 2次）」の策定について 

    「こうべ歯と口の健康づくりプラン（第 2 次）」を、市民へ広く理解してもらうことが 

必要である。概要版を医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、歯科衛生士会の会

員へ配布して啓発に協力する。 
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② オーラルフレイル対策事業について 

市民はオーラルフレイルを知らない。ぜひ市民に対するオーラルフレイルの啓発を 

すべき。オーラルフレイルは、40代・50 代に知ってもらうことが必要ではないか。 

オーラルフレイルは高齢者に向けてのみではない。口腔機能への関心は子どもが大事。 

乳幼児期からの啓発が、高齢者の口腔機能を保つことに繫がる。 

③ 地域での障害者歯科診療の取り組みについて 

今後、障害者歯科の研修会を実施して会員のレベルアップに努める。 

④ 学校歯科保健研修会に関連して 

フッ化物がむし歯予防効果があるのはエビデンスがある。フッ素への誤解が多いので、 

研修で正しい情報を発信できてよかった。フッ化物応用について検討会を開催し、まず

は保護者への啓発として、フッ化物の有効性についてリーフレット配布を行う。 

⑤ 市民ＰＨＲについて 

若年層に向けて健康を目指す MY CONDITION KOBE（スマートフォンアプリ）は興味深

い。 

⑥ 口腔がん検診について 

今後の問題として、特定の定点検診ではなく、一般の歯科医院で平常時から診る事が 

効果的である。 

⑦ 訪問口腔ケアについて 

日本歯科衛生士会で「在宅療養指導口腔機能管理」認定歯科衛生士制度があり、今後 

は、認定された歯科衛生士による訪問事業をと考えている。 

 

 


